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號一第卷一第誌雜究研物植 


〇竹類ノ調査 

我邦竹類多シ拙者ハ殆ド其種類ヲ硏究シ盡セリ從テ檫本頗，完全-一蒐集サレァ？是 V 亦有用植物陳列館ノ有用 
ナルー團夕 〆 べキヲ信ゼリ先キ-1農商務省山林局ョ9佛國パ萬國博覽會二出陳サンタ，竹品ハ囑ヲ承ケテ 
拙者ノ整頓セシモノナジ而シテ今日ハ尙一層完全一一其硏究出來居リ從テ其種類モ亦之ョ V 增加セリ故-一利用ノ 
途ヲ講ズ，乇亦極メテ容易トナレ？是レ竹類ノ根本的調査ノ完了セ，ガ爲メナ？ 

右ノ外尙管見アレドモ先ブ此一一其主ナ，モノ、要旨ヲ記載セリ 


〇植學 / 語八日本ニテ作リ植物學ノ語 < 支那 ニテ 製ス 

牧野富太郞 

植學卜日ヒ植物學卜日フ共-一同ジク Botany 即チ Botanica ノ譯語ナ？而シテ植學/語ハ我日本-ーテ作？シモ 
ノ-ー テ作者ハ植學啓原ノ著者ナル宇田川榕菴氏ナリ同書ノ序文(原卜漢文)-一日ク 
亞細亞東邊ノ諸國夕 V' 本艸アリテ植學ナキナリ斯ノ學アリテ其書ア，ハ實一一我ガ東方榕菴氏ヲ以夕濫觴トナ 
スト云フ客嘲テ日ク植學ハ即チ本艸ノミ況ヤ其名古へ二見ズ而シテ杜撰之 V ヲ命ズ妄モ亦甚ダシト佘謂ラク 
龌飯ナル哉客ノ言ヤ請フ近ク譬ヲ取ン云云 
又日ク 

辨物ノ學之ヲ別テ植學卜日ヒ動學卜日ヒ山物之學卜日フ云云 
而シテ植學啓原ハ實一一天保四年ノ出版ナダ 

植物學ナ，語ハ前述ノ如ク賞-一支那-ーテ作，シモノ*ー シーブ蓋シ咸豐八年出版ノ李善蘭筆述ノ「植物學」-一瓶マ 〆 
而シテ書中亦 

植學ノ語ハ日本一ーテ作リ植物學ノ語ハ支那一ーテ製ス 













故-！草木ノ性ヲ知ルヲ植物學第ーノ要事トナス ( 原卜漢文 ) 

ノ文アリ 

我邦明治ノ初年前後-ーハ世人能ク植學ノ語ヲ用ヰタ？シガ後植物學 / 語ヲ常用スル -1 至テ植學ノ名ハ漸次 . 二廢 
レテ遂二之ヲ聞カザグーー至レリ又同ジク明治 / 初年ニハ本草學/語ヲ植物學一一代用セシモノアリシト雖ド.モ固 
ヨリ正當ノ見 —. 非ザ，ナリ是レ本草ハ植物學卜同意義 11 アラザ V パナ 5 

〇「チヨ n レ I 卜」 

牧野富太郞 

近來我邦デモ大分「チョコレ - 卜」ヲ賞用ス，人ガ殖 M タノデ坊間ノ西洋食料店ナドデハ何處デモ之ヲ賣テ居ル 
又「チョ n レ！卜」ノ 名ハ最早旣 11 吾人ノ耳二慣レタモ ノト ナッタ 

此ハちょ N 1れ一とのき一名かかあのき-一生ル果實中ノ種子 カラ 製スルノデアグ今下二精シク話ソク 
ちょ乙れ ~ とのき即チかかおのきハあを f A 科中ノかかお族 (Buettnerieae) 一一屬シ學術上ノ名稱ハ Theobrcma 
c§ao L. デ アグ又 Cacao sativa LAM. Cacao Theobroma Tussac •及ビ Cacao minuss Q AERTN . ノ 異名 ヲ有ス ル ソシ 
テ.本品ガ此屬中デー番早ク知ラレタ種デア， 

ちょ乙れ - とのきハ南米ノブラジル並 - 一南米北部ノ諸國、中部亞米利加、西印度ノ諸島、■メキシコノ原產デア 
ダガ今ハ廣ク新舊兩世界ノ熱帶地 - i 栽植セラ レ テ居ル其中デモ西印度諸島中ノ或ル島々デハ最モ盛_一之 ヲ作ッ 
テ居ル此ノ如キ栽培品ノ中 - 一、ノ數個ノ變種モ出來テ居レバ又特種品モ生ジタ居， 

ちょ Z. れ - とのきハ餘リ大キナ喬木デハナクテ凡 j 丈半乃至三丈ノ高サ 11 成長ス，、枝、ノ膚ガ平滑デ灰色或、ノ 













